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た
。
今
年
度
は
、
外
観
目
視
に
よ

る
実
態
調
査
や
抽
出
し
た
約

１
０
０
件
の
所
有
者
等
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
特
定
空
家
等
の
判

定
基
準
を
作
成
す
る
た
め
の
サ
ン

プ
ル
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

空
家
対
策
等
の
方
向
性
は
。

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
第
６
条
に
よ
る
空

家
等
対
策
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、

進
め
て
お
り
具
体
的
な
内
容
や
時

期
は
説
明
で
き
な
い
。
空
家
等
対

策
協
議
会
の
設
置
を
行
っ
た
後
に
、

実
態
調
査
の
内
容
を
踏
ま
え
て
検

討
を
進
め
た
い
。

空
家
を
撤
去
し
更
地
に
す
る

と
、
固
定
資
産
税
が
３
倍
か
ら
６

倍
と
高
く
な
る
た
め
、
撤
去
後
の

利
用
や
売
却
の
見
込
み
が
な
い
所

有
者
は
撤
去
に
躊
躇
す
る
こ
と
も

あ
る
。
撤
去
費
用
等
の
補
助
事
業

や
減
税
措
置
等
の
対
策
は
。

建
物
が
あ
る
と
固
定
資
産
税

の
評
価
額
を
６
分
の
１
や
３
分
の

１
に
減
額
す
る
特
例
措
置
が
あ
る
。

建
物
が
除
去
さ
れ
る
と
、
特
例
か

ら
外
れ
税
負
担
が
大
き
く
な
る
。

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
除
去
勧
告

を
受
け
た
特
定
空
家
等
の
土
地
も
、

住
宅
用
の
特
例
対
象
か
ら
外
れ
る
。

現
在
、
特
定
空
家
は
な
い
が
、
認

定
さ
れ
る
と
特
例
か
ら
外
れ
る
。

本
市
の
減
免
要
綱
に
は
、
空
家
を

撤
去
し
た
場
合
の
減
免
措
置
は
規

定
し
て
お
ら
ず
、
今
後
、
空
家
等

対
策
協
議
会
で
、
あ
ら
ゆ
る
方
面

か
ら
検
討
す
る
。

防
火
防
犯
上
、
放
置
さ
れ
て

い
る
空
地
等
に
対
す
る
対
策
は
。

地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
保

全
を
目
的
に
、
隣
接
の
空
地
等
で
、

放
置
さ
れ
た
雑
草
等
に
よ
り
生
活

環
境
に
不
安
が
あ
る
な
ど
の
申
し

出
が
あ
っ
た
場
合
、
現
場
確
認
し

た
上
で
、
所
有
者
等
に
適
正
な
維

持
管
理
と
市
環
境
行
政
へ
の
協
力

依
頼
の
文
書
を
送
付
し
て
い
る
。

実
績
と
し
て
平
成
26
年
度
は
49
件
、

平
成
27
年
度
は
39
件
に
発
送
し
て

い
る
。小

ま
め
に
文
書
発
送
す
る
必

要
が
あ
る
。
目
立
つ
よ
う
な
色
付

き
封
筒
で
送
る
な
ど
の
工
夫
も
で

き
る
と
思
う
が
、
文
書
発
送
後
、

そ
れ
に
応
え
て
く
れ
た
件
数
は
。

平
成
26
年
度
は
草
刈
り
件
数

が
10
件
、
平
成
27
年
度
は
４
件
確

認
し
て
い
る
。

先
進
事
例
と
し
て
所
沢
市
で

平
成
22
年
に
「
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ

れ
て
以
降
、
各
地
で
条
例
の
制
定

が
進
ん
で
い
る
。
本
市
も
条
例
制

定
す
べ
き
で
は
。

必
要
に
応
じ
て
空
家
等
対
策

協
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
条
例

の
制
定
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

伊
賀
市
で
、「
空
き
家
化
の

予
防
」「
空
き
家
の
適
正
管
理
の

推
進
」
な
ど
を
掲
げ
、「
伊
賀
流

空
き
家
バ
ン
ク
の
構
築
」
な
ど
、

定
住
促
進
、
人
口
増
に
向
け
た
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
先
進
地
事
例
等
を
参
考
に
、
空

家
バ
ン
ク
制
度
の
導
入
を
検
討
す

る
べ
き
で
は
。

市
内
の
民
間
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
、

所
有
者
と
利
用
者
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
団
体
と
空
家
相
談
会
や
調
査

な
ど
の
連
携
を
進
め
て
い
る
。
空

家
の
活
用
を
促
進
す
る
に
は
、
所

有
者
が
安
心
し
て
情
報
提
供
で
き
、

利
用
者
が
建
物
の
正
確
な
情
報
を

入
手
で
き
る
必
要
が
あ
る
。
地
域

的
な
特
性
は
あ
る
が
、
他
市
町
村

の
動
向
も
注
視
し
、
空
家
を
利
活

用
し
た
い
。

平
成
29
年
１
月
か
ら
空
家
等

対
策
協
議
会
が
本
格
的
に
稼
働
す

る
が
、
そ
の
可
能
性
の
見
解
と
、

高
齢
者
対
策
の
市
長
の
考
え
は
。

空
家
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
は
実
感
し
て
い
る
。
空
家
対

策
は
個
々
の
問
題
で
は
な
く
、
ま

ち
づ
く
り
の
中
で
こ
れ
を
捉
え
て

い
き
た
い
。
高
齢
者
対
策
は
、
先

頭
を
走
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
し

て
い
き
た
い
。

一般質問

河
合　

正

河
合　

正

（
い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し
な
い
議
員
）

地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
と
ま
ち
づ
く
り

28
年
度
『
橿
原
の
教
育
』
に
、

学
校
教
育
の
具
体
目
標
の
９
項
目

の
う
ち
「
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

合
い
、
一
人
一
人
を
か
け
が
え
の

な
い
存
在
と
し
て
、
ち
が
い
を
豊

か
さ
と
し
て
と
ら
え
、
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
心
や
態
度
を
育
て

る
」、「
郷
土
や
自
国
の
歴
史
・
文

化
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
国

際
理
解
を
深
め
、
互
い
に
尊
重
し

合
う
態
度
を
育
て
る
」
の
２
項
目

が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
つ
な

が
る
施
策
、
指
針
で
あ
る
と
思
う

が
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
住
む
地

域
や
育
っ
た
地
域
に
「
誇
り
と
愛

情
が
持
て
る
よ
う
な
」
と
い
う
表

現
も
必
要
で
は
。

本
市
の
教
育
は
、
郷
土
の
歴

史
文
化
遺
産
や
文
化
財
、
伝
統
芸

能
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
郷

土
を
愛
し
、
誇
れ
る
児
童
生
徒
の

育
成
を
目
指
し
た
学
習
の
充
実
に

努
め
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

あ
り
方
を
考
え
る
学
び
へ
と
発
展

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

具
体
的
な
事
例
は
。

今
井
小
学
校
で
は
、
今
井
の

町
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ク
イ

ズ
に
答
え
な
が
ら
散
策
す
る
「
は

じ
め
ま
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
」
や
、

総
合
学
習
で
は
、
地
域
住
民
に
協

力
し
て
も
ら
い
、
今
井
町
の
文
化

財
や
仕
事
、
歴
史
を
学
ん
で
い
る
。

白
橿
北
等
の
小
学
校
で
は
、「
大

和
路
ま
ほ
ろ
ば
２
ｄ
ａ
ｙ
ウ
ォ
ー

ク
」
で
、
ふ
る
さ
と
歴
史
新
聞
と

称
し
た
壁
新
聞
を
作
成
、
展
示
を

行
い
、
地
域
の
歴
史
遺
産
を
身
近

に
感
じ
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
や
役
割
を
効
果
的
に
理
解
し
、

自
分
達
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
す

ば
ら
し
い
歴
史
遺
産
が
あ
る
こ
と

を
誇
ら
し
げ
に
思
う
気
持
ち
に
つ

な
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
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